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貌

書

西

域

停

原

文

考

稗

(
中
)

内

田

吟

風

①
 

8
M
且
粥
園
。
都
天
山
東
子
大
谷
。
在
車
師
北
。
去
代
一
万
五
百
七
十
里
。
本
役
属
車
師
。

代
都
よ
り
の
距
離
を
事
げ
て
お
り
、
貌
牧
説
書
の
原
文
を
停
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
東
且
輔
園
(
人
口
千
九
百
四
十
八
〉
二
園
を
翠
げ
て
い
る
の
に
、

(
人
口
五
千
絵
)
の
み
を
記
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
人
口
散
の
上
か
ら
見
て
嘗
時
東
且
菊
が
西
且
調
を
併
合
し
て
い
た
か
、
或
は
後
漢
地
理
資

料
は
東
西
且
蒲
を
匿
別
し
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
後
漢
書
は
「
虚
帳
居
、
逐
水
草
。
:
:
:
所
居
無
常
」
と
彼
ら
の
遊
牧
移
動
の
肢
を

記
し
て
い
る
。
こ
の
移
動
一
昨
が
彼
ら
と
洛
陽
・
長
安
・
都
護
と
の
距
離
に
閲
す
る
漢
書
・
後
漢
書
の
記
載
聞
に
若
干
の
誤
差
矛
盾
(
け
増
川
市
嶋

崎
明
日
同
封
肌
五
)
を
生
ぜ
し
め
た
原
因
と
見
る
べ
く
、
彼
ら
は
ひ
ろ
く
裕
勤
都
斯

5-a合
的
駅
間
谷
地
帯
を
移
動
し
て
レ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①

車

師

へ
の
役
腐
は
、

三
園
志
注
所
引
貌
略
に
も

「
北
新
道
西
行
。
東
至
且
調
圏
、
西
且
調
園
、
車
桓
園
:
:
:
皆
弁
風
車
師
後
部
王
」
と

し
て
見
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

「
本
」
の
字
の
存
す
る
こ
の
後
親
書
の
一
節
は
、
三
園
時
代
以
後
後
貌
時
代
に
至
る
ま
で
且
嫡
園
が
こ
の
役
属

漢
書
に
は
西
且
弼
園
(
人
口
千
九
百
二
十
六
)

後
漢
書
は
東
且
輔
園
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開
係
よ
り
脱
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

①

1
1
1
li

l
i
-
-
1

@

|

|
|
 

都
員
渠
城
。
白
山
南
七
十
里
。
漢
時
奮
園
也
。
去
代
一
万
二
百
里
。
其
王
姓
龍
名
鳩
戸
卑
那
。
削
前

涼I9 
3長1al 
軌|鷲
所l番
討1"
描 | 烏

願!貴
之1 中

J私室
車
師
南

傍
線
を
施
し
た
部
分
の
外
は
、

一
二
の
文
字
を
除
く
ほ
か
、
親
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。



資
治
逼
鑑
考
異
各
五
に
「
駕
番
、
後
親
書
皆
作
烏
番
。
云
漢
時
奮
園
也
」
と
あ
り
、
牧
書
原
文
は

《烏
香
》
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北

史
編
者
が
漢
書
等
の
用
字
に
従

っ
て
〈
烏
〉
を
〈
鷲
〉
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

烏
の
字
の
古
音
は

a
に
近
く
、

烏
番
・
偽
夷
(
法
穎
侍
〉

等
み
な
、
五
局
者
と
共
に
〉
m巳
(
同

R
S
E
Z
地
方
の
古
名
)
を
音
詳
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

「
都
員
渠
城
」
は
漢
書
の
文
「
治
員
渠
城
」
と
等
し
い
が
、
単
な
る
移
録
で
は
な
か
ろ
う
。
貫
際
に
貌
人
が
員
渠
城
の
こ
と
を
見
聞
し
て
い

た
こ
と
は
、
本
体
に
貌
賂
高
度
蹄
が
「
員
渠
城
」
に
正
局
者
王
を
攻
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
り
得
る
。
こ
の
員
渠
城
が
、
後

漢
書
の
云
う
鷲
香
南
河
城
、
実
宏
後
漢
紀
の
云
う
河
南
城
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
今
の
鷲
番
鎮
城
(
阿
国

E
m
z
r円
〉
の
西
の
《
四
十
里
城
子
》

が
そ
の
遺
祉
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
考
誼
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
〈
主
先
講
師
補
注
参
照
)
。
員
渠
も
ま
た
〉

m
E
を
音
詳
し
た
も
の

と
す
る
読
が
あ
る
が
、
後
考
を
ま
っ
。

「
白
山
之
南
七
十
里
」
の
六
字
は
周
書
惰
書
の
文
で
、
牧
書
の
原
文
で
な
い
(
舟
木
・
上
掲
論
文
参
照
〉
。

①
 

②
「
漢
時
奮
園
也
ー
」
の
五
字
は
陪
書
に
も
見
え
る
が
、
上
掲
逼
鑑
考
異
の
文
に
援
れ
ば
、
貌
牧
の
原
文
た
る
こ
と
が
明
で
あ
る
。
こ
れ
は

現
行
本
説
書
に
周
惰
書
と
等
し
い
文
句
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
す
べ
て
〈
非
貌
牧
文
〉
と
断
じ
得
な
い
こ
と
の
一
誼
左
と
一
玄
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

①
姓
龍
以
下
傍
線
を
施
し
た
十
三
字
は
周
書
の
文
の
移
録
と
考
え
ら
れ
る
。

《
各
闘
の
姓
氏
風
土
服
章
物
産
》
の
記
述
は
惰
の
斐
矩
の
西

域
園
記
に
始
ま
り
、
そ
れ
以
前
の
諸
書
に
は
そ
の
記
述
を
依
い
た
こ
と
は
同
国
記
の
袈
矩
序
に
云

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
僚
が
貌
書
の
原
文
に
非
ざ
る
こ
と
は
殆
ど
疑
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

- 83-

9
A同
所
都
城
方
二
里
。
圏
内
九
有
九
域
。
園
小
人
貧
。
:
:
:
南
去
海
十
絵
里
。
有
魚
聾
蒲
葦
之
鏡
。
東
去
高
昌
九
百
里
。
西
去
亀
五
九
百

里
。
皆
沙
積
。
東
南
瓜
州
二
千
二
百
里
。
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所
都
城
よ
り
蒲
葦
之
鏡
に
至
る
百
四
十
徐
字
は
全
文
周
書
の
移
録
で
あ
り
、
東
去
高
昌
よ
り
瓜
州
二
千
二
百
里
に
至
る
二
十
六
字
は
全
文
陪

書
の
移
録
で
、
貌
蓄
の
原
文
で
な
い
。
こ
の
俸
文
が
、
周
書
・
情
書
の
文
を
極
め
て
機
械
的
に
借
用
混
合
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ

と

は

、

数

行

を

隔

て

て

再

び

所

都

城

方

二

里

の

語

(

周

書

〉

が

現

れ

、

一
見
し
て
明
か
で
あ
る
。
都
城
の
名
員
渠
城
を
記
し
て
(
致
書
原
文
)
、
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園
小
入
賞
(
周
書
)
と
あ
っ
て
、
数
行
あ
と
に
は
其
繁
栄
・
財
物
の
極
め
て
豊
富
を
述
べ
る
説
書
原
文
が
現
れ
る
等
、
全
く
こ
の
俸
が
貌
・
周

惰
書
の
寄
木
細
工
で
あ
る
こ
と
を
遠
慮
な
く
示
し
て

い
る
。

な
お
、
諸
園
の
姓
氏
服
章
の
外
に
高
畠
及
び
瓜
州
よ
り
の
方
位
距
離
を
記
載
す
る
記
法
も
、
〈
惰
裟
矩
撰
西
域
闘
記
〉
の
創
始
に
か
か
る
こ
と
は
、
「
史
記
大
宛

即
時
注
」
及
「
太
卒
費
字
記
倉

一
百
五
十
六
」
所
引
の
西
域
聞
記
の
《
盤
調
停
在
西
州
高
昌
燃
東
、
東
南
去
瓜
州
一
千
三
百
里
》
な
る
記
載
よ
り
推
知
で
き
る
。

9
M
侍
地
多
除
、
頗
剰
劫
中
園
使
。

①
 

尉
型
二
城
抜

世
組
怒
之
。

詔
成
周
公
寓
度
蹄
討
之
。
:
:
:
度
蹄
入
鷲
番
東
界
。

②

③

 

之
。
進
軍
向
員
渠
。
:
:
:
度
蹄
進
屠
其
城
。
四
部
諸
戎
皆
降
服
。
鷲
香
魚
園
、
斗
紐
一
隅
。
不
飢
日
久
。
獲
其
珍
奇
異
翫

・
殊
方
請
詑
不

@
 

識
之
物

・
葉
駐
馬
牛
雑
畜

E
万
。
:
:
:
途
命
度
蹄
鎮
撫
其
人

全
文
、
牧
書
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。

撃
其
溢
守
左
回
、

① 

伊
吾
の
豪
族
で
高
昌
に
居
た
唐
和
も
世
組
の
命
令
で
高
度
蹄
と
共
に
鷲
番
に
入
り
柳
髄
以
東
六
城
を
喰
下
し
、
波
居
羅
城
を
攻
下
し
て

- 84一

い
る
(
唐
和
伸
〉
。
尉
利
平
は
今
の
庫
爾
勤

問
。
ユ
同
地
区
に
あ

っ
た
城
で
あ
る
か
ら
、
本
文
は

過
の
尉
塑
(
コ
ル
ラ
)
を
撃

っ
た
」
と
誼
解
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

「度
婦
は
鷲
番
の
東
界
に
入

っ
た
の
ち
、
そ
の
南

①
首
都
員
渠
の
陥
落
は
太
卒
員
君
九
年
九
月
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
月
こ

の
勝
利
が
世
祖
に
騨
馬
上
報
せ
ら
れ
て
い
る

(紀)。

①

四
部
以
下
四
七

一
字
、
北
史

・
逼
典

・
通
考

・
蜜
字
記

(
不
識
を
難
名
に
作
る
の
外
は
)
全
向
。
(
た
だ
通
考
通
血
ハ
は
四
都
を
四
部
に

作
り
、
御
賢
所
引
北
史
は
四
都
を
西
齢
に
作
る
)
。

し
か
る
に
、
た
だ
遁
志
の
み
は
、
「
先
是
、
四
部
諸
戎
皆
降
服
鷲
番
。
鷲
者
震
圏
、
斗
組
一

隅
、
充
寅
日
久
。
貌
獲
其
珍
奇
異
玩
殊
方
詑
論
難
名
之
物
、
不
可
勝
計
。
葉
駐
馬
牛
雑
畜
殆
至

E
高
」
に
作
り
、
文
意
暢
達
、

且
つ
四
部
諸
戎

は
高
度
蹄
に
降

っ
た
の
で
な
く
、
以
前
鷲
者
に
服
し
、
そ
の
繁
栄
の
も
と
と
な
っ
た
こ
と
と
し
て
い
る
。
或
は
こ
の
遁
志
の
文
こ
そ
貌
牧
書
の

原
文
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
に
わ
か
に
断
定
し
難
い
。

こ
の
と
き
の
捕
獲
に
つ
い
て
食
貨
志
は
「
〔
駕
誉
〕

「周
警
の

「
園
小
人
貧
」
は
こ
J

。

不
可
勝
撒
」
と
し
て

い
る
{
の
敗
戦
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
)

な
お
、

禦
園
臣
民
、

負
銭
懐
貨
、

一
時
降
致
。
獲
其
奇
賓
異
玩
、

以

E
首
向
。

蛇
馬
雑
畜



md伺
初
、
鳩
戸
卑
那
走
山
中
。
猶
観
検
不
抜
、
得
還
其
園
。

既
見
壷
震
度
開
所
魁
。
乃
奔
亀
葱
。
亀
蕊
以
其
靖
、
厚
待
之
。

本
紀
の
「
太
平
員
君
九
年
九
月
、
成
周
公
高
度
蹄
、
千
里
騨
上
大
破
鷲
番
園
。
其
王
鳩
戸
卑
那
奔
亀
蕊
」
に
嘗
る
事
件
を
記
し
た
も
の
で
全
文

牧
書
の
文
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
節
が
結
末
の
つ
か
ぬ
記
述
(
い
わ
ゆ
る
尻
切
れ
の
文
章
〉
で
あ
る
の
は
、
下
僚
に
見
え
る
亀
葱
(
同
ハ
ロ
ロ
宮
)

討
伐
が
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
鳩
戸
卑
那
を
慮
分
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
要
す
る
に
高
鯖
度
の
こ

の
討
伐
は
、
交
易
妨
害
に
劃
す
る
懲
罰
を
粂
ね
た
掠
奪
戦
争
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
h

出
亀
五
圏
在
尉
整
西
北
。
白
山
之
南
一
百
七
十
里
。
都
延
域
。
漢
時
奮
園
也
。
去
代

一
万
二
百
八
十
里
。

出
方
線
を
施
し
た
白
山
以
下
の
九
字
(
周
書
の
文
〉
以
外
の
二
十
五
字
は
貌
書
の
原
文
と
目
す
べ
き
で
あ
る
。

「
漠
時
奮
圏
也
」
の
五
字
は
、
惰
書
に
も
見
え
る
が
、
膏
番
の
例
よ
り
見
て
、

必
ず
し
も
親
書
原
文
に
存
し
な
か
っ
た
と
は
断
ぜ
ら
れ
ぬ
。

(
漢
書
に
は
戸
六
、
九
七

O
、
ロ
八

- 85ー

翁
蕊
は
丘
蕊

・
屈
茨

・
屈
支
等
と
も
記
さ
れ
る
園
、
本
名
関
口

n
Z
で
、
今
の
庫
車
を
中
心
と
し
た
大
圏

一
、
コ
二
七
と
あ
り
、
西
域
記

・
唐
書
に
は
横
東
西
て

0
0
0里
、
縦
南
北
六

O
O里
と
あ
る
。
後
細
腕
時
代
も
諸
園
を
役
属
し
た
朕
況
よ
り

見
て
、
大
圏
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
)
。

首
都
、
延
城
の
名
は
、
漢
書
に
も
見
え
て
い
る
。

唐
書
の
伊
濯
慮
城
と
同
城
で
あ
る
こ
と
は
、
通

典
に
「
延
城
、
今
名
伊
遅
直
城
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
て
明
で
あ
る
。

域
社
、
庫
車
の
南
、
沙
雅
爾
の
附
近
(
西
域
闘
考
そ
の
他
〉

叩
凶
其
王
姓
白
。
即
一
後
涼
日
光
所
立
白
震
之
後
。
ー
ハ
王
劃
繋
附
帯
、
l

垂
戸
一
問
符
剖
自
町
一
司
船
。
所
居
城
方
五
六
里
。
:
・:
館
銅
働
鉛
:
・

-・・
其
南
三
百
里
有
大
河
東
流
、

即
寅
一河
也

続
計
式
水
、

右
一
四
九
字
、

全
文
周
書
及
び
惰
書
(
傍
線
部
分
U

の
文
。
貌
書
の
原
文
で
な
い
。

(
因
み
に
貌
牧
は
軸
調
書
呂
光
停
で
亀
葱
王
姓
を
〈
白
〉
と
せ
ず

〈
鳥
〉
と
記
し
て
い
る
。
計
式
水
に
つ
い
て
は
上
述
。
)

udω
東
去
荒
巻
九
百
里
、
南
去
子
闘
一
千
四
百
里
、
西
去
疏
勤
一
千
五
百
里
。
北
去
突
蕨
牙
帳
六
百
絵
里
、
東
南
去
瓜
州
三
百
里
。

245 

全
文
、
惰
書
の
文
。
削
除
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
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日
記
其
東
闘
域
昼
夜
縞
非
↓
、
世
祖
詔
寓
度
開
率
騎
一
千
以
撃
之
。
翁
草
這
烏
濁
目
提
等
、
領
兵
三
千
、
距
戦
。
度
開
撃
走
之
、
斬
二
百

@
 

除
級
、
大
獲
駐
馬
而
還
。

説
書
唐
和
俸
の
記
事
に
劉
照
す
る
記
事
で
、
全
文
貌
牧
の
原
文
と
目
す
べ
き
で
あ
る
。

即
ち
駕
番
俸
の

「
頗
剰
劫
中
園
使
」

と
同
じ
こ
と
を
云
っ
た
も
の
で
あ
ろ

①
亀
蕊
園
東
港
の
部
隊
が
中
園
使
節
園
を
襲
撃
し
た
こ
と
、

ぅ
。
亀
蕊
討
伐
の
原
因
は
こ
の
外
に
、
上
掲
正
局
番
王
鳩
戸
卑
那
の
亀
蕊
逃
入
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
但
し
明
な
謹
擦
を
見
出
し
得
な
い
。

② 

世
組
本
紀
太
卒
員
君
九
年
十
二
月
の
篠
に
「
成
周
公
高
度
障
に
詔
し
、
鷲
番
よ
り
西
の
か
た
亀
蕊
を
討
た
し
む
」
と
あ
り
、
唐
和
俸
に

「
の
ち
(
度
開
と
)
と
も
に
亀
五
を
征
す
。
度
婦
、
和
に
令
し
て
駕
番
に
鎖
せ
し
む
。
時
に
柳
瞳
戊
主
乙
員
伽
、
諸
胡
絡
を
率
い
城
に
擦
り
て

叛
す
。
和
、
軽
騎
一
百
匹
を
領
し
、
其
域
に
入
り
乙
員
伽
を
檎
え
之
を
斬
る
。
是
に
よ
り
諸
胡
歎
附
す
。
西
域
の
克
卒
、
和
、
有
力
な
り
」
と

「

度

蹄

つ

い

に

亀

蕊

に

入

り

、

億

寓

以

上

を

獲

た

り

」

と

あ

あ
る
。
捕
獲
品
は
舵
馬
の
み
で
な
く
、

ま
た
其
殊
方
の
環
詑
の
物
、

食
貨
志
に

G
U
 

0
0
 

る。

①
 

孔
泌
俗
性
多
淫
、
置
女
市
、
牧
男
子
鏡
、
入
官
。
土
多
孔
雀
、
群
飛
山
谷
間
。
人
取
養
市
食
之
。
:
:
:
自
後
毎
使
朝
貢
。

右
全
文
九
十
字
は
周
・
情
書
に
存
せ
ず
、
且
つ
、
太
卒
御
賢
巻
九
二
四
に
〈
後
親
書
日
〉
と
し
て
こ
の
「
多
孔
雀
群
飛
山
谷
間
云
ミ
」
の
一

僚
を
引
い
て
お
り
、
こ
の
僚
は
親
書
の
原
文
と
目
さ
れ
る
。

自
後
の
朝
貢
と
し
て
、
太
平
員
君
十
年
十
一
月
、
延
輿
五
年
四
月
、
太
和
元
年
十
月
、
二
年
七
月

(
献
名
舵
七
十
頭
)
、

駐
大
馬
珍
賓
〉
、
三
年
九
月
、
永
卒
三
年
十
月
、
紳
亀
元
年
間
七
月
、
正
光
三
年
七
月
が
記
録
せ
ら
れ
て
い
る
(
本
紀
)
。

U
M
姑
歌
園
居
南
域
。
在
亀
蕊
西
。
去
代

一
万
五
百
里
。
役
属
亀
蕊
。
温
宿
園
居
温
宿
域
。
在
姑
黙
西
北
。
去
代
一
万
五
百
五
十
里
。
役

① 

九
月
(
献
名

属
亀
蕊
。
尉
頭
園
居
尉
頭
域
。
在
温
宿
北
。
去
代
一
万
六
百
五
十
里
。
役
属
翁
亙
。

代
都
よ
り
の
距
離
記
述
の
形
式
等
よ
り
見
て
親
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。
姑
墨
・
温
宿
・
尉
頭
三
園
の
亀
蕊
へ
の
服
属
関
係
は
、
三
園
志
注

所
引
貌
略
に
「
姑
墨
圏
温
宿
園
尉
頭
園
皆
弁
属
亀
蕊
也
」
と
あ
り
、
す
で
に
三
園
時
代
に
は
じ
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



姑
黙
(
姑
墨
)
は
〉

rz
に
存
し
た
園
で
大
唐
西
域
記
に
「
こ
れ
(
鑑
葱
〉
よ
り
西
入
行
六
百
蝕
里
、
小
沙
積
を
経
て
殿
様
迦
園
に
至
る
。

措

γ
耐
韓
日
い
)
:
:
:
都
城
、
周
五
六
里
:
:
:
信
徒
千
除
人
云
々
」
と
あ
る
も
の
で
、
姑
黙
即
ち
抜
一
献
迦
で
あ
る
。
と
も
に
沙
漠
に
閲
連
あ
る

名
で
、
一
は
ト
ル
コ
語

r
ロ
自
己
内
(
沙
丘
〉
、
一
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
ゲ
包
己
円
白
(
沙
漠
)
の
漢
字
音
誇
で
あ
る
。
(
謡曲同
s
g
u
Oロ
ペ

E
ロ
の
}
玉
吉
岡
.
帥

吋同世話}回同
O
H
E
F
口・同
Y
N
O
Y

白
鳥
庫
吉
・
西
域
史
研
究
上
、
二
四
四
頁)。

ト
ル
コ
語
の

同
g
g
r
を
園
名
と
し
た
姑
歎
閣
と
サ
ン

ス
ク
リ
ッ

ト
の

Z
Z
E

を
園
名
と
し
た
政
糠
迦
園
と
に
、
住
民
ま
た
は
王
系
に
嬰
動
が
あ
っ
た
か
、
否
か
、
後
考
を
ま
っ
。

温
宿
園
、
尉
頭
園
は
、
漢
書
に
-
記
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
漢
書
で
は
温
宿
は
姑
墨
の
西
二
七

O
里
、
尉
頭
は
温
宿
の
西
三

O
O
里
と
あ
る
に
反

し
、
説
書
で
は
温
宿
は
姑
黙
の
西
北
約
五

O
里
、
尉
頭
は
温
宿
の
北
約
一

O
O里
と
推
計
さ
れ
る
。
即
ち
漢
代
の
温
宿
、
尉
頭
雨
園
が
今
の
烏

什、

r
p
F巳
と
考
え
ら
れ
る
に
反
し
、
後
貌
時
代
の
雨
園
は
著
し
く

〉

r
g
の
北
港
近
く
に
存
在
し
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
何
等
か
の
原

因
に
よ
っ
て
漢
代
以
後
雨
園
は
移
動
し
、

漢
時
の
温
宿
城
、
尉
頭
谷
を
去

っ
て
姑
黙
園
に
近
接
し
て
新
に
都
城
を
建
て
た
も
の
と
考
え
る
外
な

、
「
尉
頭
園
を
「
水
草
を
逐
う
L

遊
牧
民
と
し
て
い
る
漢
書
γ

L
F
の
記
載
は
こ
の
推
測
を
一
一
層
強
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

」

@

@

 

uu
烏
孫
園
居
赤
谷
一
恥
r

在
亀
五
西
北
。
去
代
一
万
八
百
里
。
其
圏
整
周
一瞬
一
瞬
所
侵
。
西
徒
葱
嶺
山
中
。
無
城
郭
、
惰
畜
牧
、
逐
水
草
。

@

⑤

 

太
延
三
年
、
遣
使
者
董
碗
等
、
使
其
園
。
後
毎
使
朝
貢

- 87一

全
文
、
親
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
船
木
勝
馬
〈
親
書
烏
孫
園
俸
に
つ
い
て
〉
(
史
淵
五
一
)
が
詳
論
し
て

い
る
。① 

赤
谷
城
、が
、
漢
代
に
お
け
る
烏
孫
の
諸
事
件
に
徴
し
て
、
阿
国
凹
可
日
向
阿
ハ
己
の
東
方
な
る

Z
白
HUB-s-
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

内
田

〈
月
氏
の
バ
ク
ト
リ
ア
蓮
移
に
闘
す
る
地
理
的
年
代
的
考
誼
〉

(
東
洋
史
研
究
一
一
一
|

4
〉
で
論
考
し
、

つ
い
で
船
木
氏
〈
上
掲
論
文
〉
が
補

読
し
た
。

247 

烏
孫
は
漢
書
に
よ
れ
ば
、

《畜
に
し
た
が
い
水
草
を
逐
い
、
旬
奴
と
俗
を
同
う
す
る
》
遊
牧
民
族
で
、
人
口
六
十
三
首
問
、
精
兵
十
八
蔦
八
千

人
を
有
す
る
大
閣
で
あ
り
、
旬
奴
の
如
く
園
を
三
部
に
別
っ
た
こ
と
も
記
せ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
大
小
昆
粛
の
ほ
か
諸
翁
侯

(
3r苫
〉
が
園
土



248 

を
分
領
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

王
都
的
な
る
も
の
は
赤
谷
域
以
外
に
も
相
嘗
多
く
存
し
た
に
栢
達
な
い
。
従
っ
て
近
時
、

ソ
連
考
古
皐
者

に
よ
っ
て
設
掘
せ
ら
れ
た
烏
孫
遺
蹟
と
考
定
せ
ら
れ
る
ゲ
4
r
同
己
南
岸
の
り
N
2
r

可。
m
E
を
以
っ
て
直
ち
に
園
都
(
赤
谷
城
〉
そ
の
も
の

と
断
定
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
。

②
 
百
柄
本
北
史
は
じ
め
す
べ
て
の
現
行
本
《
北
史
》
が
一
高
入
十
里
と
し
て
い
る
の
は
、
俸
寓
の
誤
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
代

亀
草
間
距
離
と
の
比
較
等
よ
り
船
木
氏
上
掲
論
文
が
考
論
し
て
い
る
。

① 

嬬
嬬
の
烏
孫
侵
冠
開
始
の
時
期
を
《
烏
孫
の
東
、

ユ
ル
ド
ュ
ス
、
テ
ケ
ス
地
匿
に
い
た
慌
般
闘
を
、
嬬
嬬
が
征
服
し
そ
こ
を
逼
過
し
得

る
こ
と
と
な
っ
た
員
君
九
年
(
四
四
八
)
以
後
の
は
ず
》
と
の
考
設
は
検
討
を
要
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

ωは
じ
め
慌
般
園
は
「
興
蝿
嬬
結
好
」

の
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
、
嬬
嬬
は
悦
般
と
共
同
し
て
烏
孫
を
攻
撃
で
き
た
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
伺
慌
般
を
通
過
せ
ず
し
て

F
4
r
同
三
湖
北

よ
り
迂
回
し
て
烏
孫
を
討
つ
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
要
す
る
に
烏
孫
が
嬬
嬬
に
攻
撃
せ
ら
れ
て
葱
嶺
山
中
に
退
居
し
た
正
確
な
年
時
は

88ー

後
考
を
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
漢
時
六
十
除
寓
の
大
人
口
を
有
し
た
烏
孫
で
あ
る
か
ら
、
葱
嶺
山
中
に
退
居
し
た
も
の
は
そ
の
一
部
分
に
遁

ぎ
ず
大
部
分
は
遊
牧
民
族
の
通
例
ど
お
り
、
奮
住
地
イ
シ
ク
ク
ル
附
近
に
残
留
し
て
瞬
嬬
下
の
被
支
配
部
族
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
烏
孫
を
白
鳥
庫
土
口

・
烏
孫
に
就
い
て
の
考
は
ト
ル
コ
民
族
中
の
百
「
mrHN
部
族
と
考
定
し
、
さ
ら
に
〈
・
切
常
任
。

-P
国王
D

ミ
0向
子

巾

ω
0
5
5
n
S巾

は

O
-
a
E
N
O白
3
2
部己〕『印

5
族
の
名
稽
を
烏
孫
と
結
合
し
て
い
る
。

④ 

ら
が
往
使
し
た
烏
孫
王
庭
が
赤
谷
城
で
あ
っ
た
か
、
別
地
で
あ
っ
た
か
は
断
定
し
難

董
碗
(
汲
古
閣
木
等
現
行
流
布
本
北
史
は
碇
と
誤
る
)

い
が
、
彼
ら
が
質
際
に
烏
孫
に
到
達
し
た
こ
と
は
本
論
(
上
篇
〉
に
既
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑤ 

本
紀
等
に
は
太
延
以
後
の
烏
孫
朝
貢
の
事
が
記
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
記
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
朝
貢
が
な
か
っ
た
と
は
、
論

理
的
に
言
え
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
波
斯
等
諸
園
例
か
ら
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
高
徽
俸
に
「
延
昌
中
、
員
外
散
騎
常
侍
を
侵
せ
ら
れ
、

螺
睦
に
使
す
。
西
域
諸
園
こ
れ
を
敬
偉
せ
ざ
る
な
し
。
破
浩
侯
、
烏
孫
並
に
こ
れ
に
因
り
以
て
名
馬
を
献
ず
」
と
あ
る
文
意
よ
り
推
し
、
後
貌

後
期
に
は
、
そ
の
遁
交
は
稀
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。



@
 

ロd
明
疏
勤
圏
在
姑
黙
西
。
白
山
南
百
儀
里
。
漢
時
奮
園
也
。
去
代
一
万
一
千
二
百
五
十
里
。
高
宗
末
、
其
王
遣
使
途
樟
迦
牟
尼
併
袈
裟
一
。

@
 

長
二
丈
儀
。
康
丈
徐
高
宗
以
審
是
併
衣
、
麿
有
霊
異
。
塗
焼
之
、
以
験
虚
寅
。
置
於
猛
火
之
上
。
経
日
不
然
。
観
者
莫
不
煉
駿
。
心
形
倶

1
1
1
{
l
il
l
@
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
11
-
--
-
--
--
-
--
-
-
-
-
-
-
1
1
1
l
i
lー
ー

ー

ー

ー

ー

粛
。
後
毎
使
朝
貢
。
其
王
戴
金
師
子
冠
:
:
:
北
至
突
蕨
牙
帳
千
儀
里
。
東
南
去
瓜
州
四
千
六
百
里
。

白
山
云
々
の
六
字
及
び
其
王
以
下
末
語
瓜
州
四
千
六
百
里
に
至
る
全
文
は
、
陪
書
の
文
で
あ
る
。
た
だ
に
、
そ
の
文
が
晴
香
に
載

っ
て
い
る

か
ら
だ
け
で
な
く
、
銀
汗
、
朱
倶
波
、
突
蕨
牙
帳
等
惰
書
に
至
っ
て
は
じ
め
て
使
用
さ
れ
た
語
嚢
を
含
ん
で
お
り
、
親
書
の
原
文
で
な
い
こ
と

を
一
一
層
明
か
に
し
て
い
る
。
北
史
よ
り
貌
書
を
復
原
す
る
に
首

つ
て
の
不
慎
重
を
示
す
好
例
。

高
宗
末
、
樟
迦
牟
尼
の
袈
裟
を
貢
献
し
た
事
件
は
、
全
文
、
太
卒
御
覧
に
「
後
親
書
日
」
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
て
お
り
、
親
書
原
文
で
あ
っ

た
こ
と
が
明
で
あ
る
。
同
時
に
、
同
引
用
文
に
援
り
、
原
文
に
は

《贋
丈
徐
》
《
後
毎
使
朝
貢
》
の
八
字
が
存
し
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。
現

行
本
説
書
及
北
史
に
こ
れ
ら
の
八
字
が
脱
落
し
て
い
る
の
は
北
史
編
者
が
読
書
を
引
用
す
る
に
嘗
り
、
誤
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

- 89一

な
お
疏
勤
は
関
g
r
m常
に
あ
っ
た
園
で
、
原
名
は

ω己
c
r
〈
ト
ル
コ
語
〈
水
の
あ
る
V
E
E
r
)
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

①①①  

本
紀
に
は
高
宗
の
末
の
和
卒
三
年
〈
四
六
二
)
に
「
三
月
疏
勤
朝
貢
」
と
見
え
て
い
る
。

〈
然
〉
太
卒
御
覧
巻
七
九
三
所
引
後
親
書
は
〈
燃
〉
に
作
る
。

本
紀
に
は
高
宗
末
以
後
、
世
宗
の
景
明
三
年
〈
五
O
二
)
及
び
正
始
四
年
(
五
O
七
)
、
延
昌
元
年

(五一

二
)
に
お
け
る
入
貢
が
見
え
る
。

官
慌
般
圏
在
烏
孫
西
お
去
代
一
万
九
百
三
十
里
。
其
先
旬
奴
北
草
子
之
部
落
也
。
局
漢
車
騎
勝
目
阜
資
憲
所
逐
。
北
草
子
度
金
徴
山
西

@
 

走
康
居
。
其
宙服
弱
不
能
去
者
住
亀
蕗
北
、
地
方
数
千
里
、
衆
可
二
十
儀
高
。
涼
州
人
猶
謂
之
箪
子
王
。
其
風
俗
言
語
輿
高
車
問
。
而
其
人

清
潔
一
器
物
俗
努
髪
一
賛
眉
、
以
醍
醐
塗
之
、
皇
国
立
一
然
光
津
O
i
--
-員
君
九
年
遁
使
朝
献
、
弁
迭
幻
人
。
稽
能
割
人
喉
除
、
令
断
撃
人
頭
、

@
 

令
骨
陥
、
皆
血
出
〔
淋
落
〕
、
或
数
升
或
盈
斗
。
:
:
:
術
人
能
作
寡
雨
狂
風
及
行
療
〔
水
之
池
〕
。
嬬
嬬
凍
死
漂
亡
者
十
二
三
。
是
歳
、
再

建
使
朝
貢
、
求
興
官
軍
東
西
斉
契
討
嬬
一
鯖
。
世
租
嘉
其
意
、
命
中
外
諸
軍
戒
厳
。
以
准
南
王
他
魚
前
鋒
、
襲
嬬
恥
。
・
:
:
自
後
、
毎
日
使
貢

249 

献
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周
書
陪
書
共
に
慌
般
園
の
俸
が
載

っ
て
い
な
い
こ
と
、
且
つ
太
卒
御
寛
巻
七
三
七
、
巻
九
八
七
、
法
苑
珠
林
等
が
本
候
の
諸
節
を
「
後
親
書

「
去
代
一
高
九
百
三
十
里
」
そ
の
他
の
文
鐙
等
よ
り
見
て
、
明
か
に
全
惇
貌
書
原
文
と
目
さ
れ
る
。

日
」
と
し
て
引
用
し
て
お
る
こ
と
と

エ
フ
タ
ー
ル
族
(
啄
嵯
)
を
、
こ

の
慌
般
の
西
徒
し
た
も
の
と
す
る
、
即
ち
エ
フ
タ
ル
・
慌
般
を
同
族
と
す
る
読

(
松
田
誇
男

・
古
代
天
山
の

歴
史
地
理
事
的
研
究
増
補
参
照
〉
の
成
立
に
は
、

即
ち

ω親
書
は
悦
般
園
と
厭
瞳
園
俸
を
別
の

園
と
し
て
別
記
し
て
い
る
。
後
説
と
慌
般
は
同
盟
園
で
あ
る
。
貌
の
史
官
が
エ
フ
タ
ル
と
間
違
え
た
資
料
を
残
す
筈
が
な
い
。

ω
何
回】

E
E
-

を
中
園
人
は
嚇
嵯
、
嘱
帯
、
担
恒
等
t
音
を
含
む
文
字
で
音
寓
し
て
い
る
の
に
悦
般
は
そ
う
で
な
い
。

ω中
園
史
料
に
は
エ
フ
タ
ル
ハ
一
明
暗
唱
・
滑
〉

猶
多
く
の
疑
問
貼
の
解
明
を
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

を
車
師
又
は
大
月
氏
等
の
種
類
と
す
る
も
一
と
し
て
旬
奴
の
種
と
す
る
も
の
は
な
い
。

し
か
る
に
慌
般
は
旬
奴
の
種
で
あ
る
と
親
書
は
明
記
し

て
い
る
。
判

《嘱
唾
は
最
初
小
園
で
嬬
嬬
に
服
属
し
て
レ
た
》
と
通
典
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
嬬
嬬
の
勢
力
が
西
に
の
び
た
五
世
紀
牢
の
事
象
と

考
え
ら
れ
る
。

し
か
る
に
こ
の
こ
ろ
悦
般
は
地
方
数
千
里
、
衆
二
十
蔦
の
大
圏
で
、
後
貌
と
共
に
嬬
嬬
を
挟
撃
す
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
制
調
書

- 90ー

は

《
嚇
唾
の
語
は
高
車
と
同
じ
で
な
い
》
と
す
る
が
、

《悦
般
の
言
語
は
高
車
と
同
じ
》
と
し
て
い
る
。
以
上
五
項
目
は
悦
般
エ
フ
タ
ル
同
一

説
の
成
立
に
封
立
す
る
も
の
と
し
て
、
詳
考
さ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

慌
般
園
は
、
本
惇
下
篠
に
〈
借
地
蕊
の
北
に
住
す
〉
云
々
と
あ
る
住
地
の
説
明
(
石
流
寅
)
よ
り
見
て
、

関口内田

の
北
な
る

J
P
E
E
鎖

山
地
憎
に
あ

っ
た
こ
と
は
明
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
〈
烏
孫
の
西
北
〉
な
る
一
句
は
一
見
、
誤
の
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
、
慌
般
は
本
俸
に

そ
の
一
部
は
迂
回
し
て
烏
孫
の
西
北
な
る

F
4
r
穴
巳

の
北
岸
地
方
に
ま
で
延
び
て

① 
も
あ
る
如
く
人
口
二
十
除
高
の
大
園
で
あ
っ
た
か
ら
、

い
た
か
も
知
れ
ぬ
。
直
ち
に

こ
の

〈
烏
孫
の
西
北
〉
を
誤
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②
太
平
御
覧
巻
七
九
五
所
引
の
北
史
は
「
輿
高
昌
同
」
と
し
て
い
る
が
、
百
柄
本
北
史
は
高
車
と
し
て
お
り
、
ま
た
通
典
、
遁
志
、
太
卒

賓
宇
記
等
の
悦
般
記
事
も
す
べ
て
高
車
と
し
て
あ
る
の
で
、

〈
高
畠
〉

は
御
賢
の
俸
潟
の
誤
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

①

北
史
、
逼
血
ハ等
、
同
じ
く
「
其
人
清
潔
於
胡
」
と
し
て
い
る
。
然
る
に
通
志
は
「
其
人
清
潔
倣
胡
俗
勇
髪
宵
眉
」
と
し
嚢
字
記
は

「
其

人
清
潔
或
倣
胡
俗
現
髪
斉
眉
」
と
し
て
い
、
ニ
子
の
相
違
か
ら
、
意
味
が
全
く
遣

っ
て
い
る
。
諸
書
い
ず
れ
も
、
牧
書
に
擦
っ
た
も
の
で
あ
ろ



う
が
、
惇
寓
の
相
違
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④ 

こ
の
幻
人
の
項
は
法
苑
珠
林
巻
七
十
六
、
太
卒
御
覧
巻
七
三
七
に
「
後
親
書
日
」
と
し
て
引
か
れ
て
お
り
共
に
「
淋
落
」
の
二
字
、
及

び

「
水
之
池
」
の
三
字
が
多
い
。
文
脈
よ
り
見
て
、
原
文
に
は
こ
れ
ら
の
諸
字
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

と
同
じ
で
(
詩
大
雅
〉
、
こ
こ
で
は
「
に
わ
か
み
ず
に
よ
る
池
を
造

っ
た
」
の
意
)

(
行
療
は
流
療
・
に
わ
か
み
ず

⑤ 

こ
の
嬬
嬬
討
伐
事
件
は
本
紀
、
嬬
嬬
停
、
准
南
王
俸
に
見
え
、
員
君
九
年
六
月
、
慌
般
園
は
遺
使
し
て
後
貌
と
共
に
儒
嬬
を
討
つ
こ
と

を
申
し
入
れ
、
後
競
太
武
帝
は
こ
れ
を
受
諾
、
十
年
正
月
及
九
月
に
親
征
、
嬬
嬬
を
大
破
し
て
い
る
。
嬬
嬬
俸
・
本
紀
に
は
准
南
王
他
の
名
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
し
か
し
准
南
王
俸
に
は
、

《他
が
使
持
節
前
鋒
大
鰐
軍
都
督
諸
軍
事
に
拝
さ
れ
、
北
、
臨
嬬
を
討
ち
、
こ
れ
を
破

っ
た
》

と
あ
る
。Md向
者
至
抜
園
都
者
至
抜
城
。
在
疏
勤
西
。
去
代
一
高
一
千
六
百
二
十
里
。
其
園
東
有
潜
賀
那
山
。
出
美
鯨
及
師
子
。

且
つ
御
覧
七
九
七
に
後
親
書
臼
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
全
文
、
貌
牧
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。

- 91ー

周
情
書
に
載
せ
ず
、

白
鳥
庫
吉
・
西
域
史
研
究
下
一
三
六
頁
は
こ
の
者
至
抜
城
を
以

っ
て

円
印
刷
'
げ
と
停
の
音
誇
と
見
、
今
の
叶

g
r
r
g仏
に
比
定
す
る
も
、
タ

シ
ι
ケ
ン
ド
は
疏
勃

穴
grm同門
の
西
で
は
な
く
、
そ
の
西
北
に
嘗
る
。
且
つ
親
書
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
に
嘗
る
者
舌
園
の
俸
を
別
に
立
て
て
い

る
。
且
つ
、
者
至
抜
が

《疏
勤
め
西
に
在
り
、
園
東
に
潜
賀
那
山

l
m，
a
m
r
g田
山
系
が
あ
り
、
且
つ
悉
蔦
斤

(ω
由
自
白
井

S
6
の
東
の
迷
密

そ
の
東
に
位
す
る
》
と
云
う
者
至
放
の
位
置
よ
り
見
て
(
迷
密

・
悉
蔦
斤
雨
博
参
照
〉
、

関
y
o』

g
仏
地
方
に
こ
れ
を
求
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
明
で
あ
る
。
但
し
者
至
抜
の
原
音
は
未
詳
。

①

③

 

M
d
迷
密
園
都
迷
密
城
、
在
者
至
抜
西
。
去
代
一
高
二
千
六
百
里
。
正
卒
元
年
遣
使
献
一
峯
黒
棄
駐
、
其
園
東
有
山
、
名
郁
悉
瀬
山
、
出

園
の
、

者
至
抜
園
は
、

タ
シ
ュ
ケ
ン
ド
に
非
ず
し
て

金
玉
、
亦
多
銭
。
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前
候
同
様
、
親
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。
太
卒
嚢
字
記
は

《後
説
書
西
域
俸
云
》
と
し
て
、

知
府
元
亀
は
悉
密
と
し
て
い
る
が
、
北
史
(
百
柄
本
、
御
賢
所
引
本
)
、

賓
宇
記
、

「
黒
棄
駐
」
ま
で
の
文
を
あ
げ
て
い
る
。

逼
志
等
は
皆
、迷
密
と
し
て
い
る
の
で
、
迷
を
正
と
す
べ
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《
悉
寓
斤
園
》
の
篠
で
は
親
書
、
北
史
と
も
「
在
悉
密
西
」
と
あ
り
、
な
お
若
干
の
疑
問
を
残
す
が
、
世
租
本
紀

き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
次
僚
、

正
卒
元
年
の
僚
に
「
迷
密
」
と
あ
る
に
徴
し
、
迷
密
を
正
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

藤
田
豊
入
・
慧
超
往
玉
天
竺
俸
築
樟
は
、
こ
の
親
書
の
迷
密
園
を
唐
書
に
《
米
或
自
粛
末
、
或
日
明
抹
賀
、
北
百
里
距
康
》
と
あ
る
米
園
、

す
な
わ
ち
康
園

3
2
H
R
Eロ
6
の
南
に
あ
る
米
園
(
調
末
・
現
抹
賀
)
呂
田
百
己
認
に
比
定
す
る
も
、
親
書
悉
寓
斤

(ω
白

5
2
r
2
6
の
篠

に
よ
れ
ば
、
迷
密
は
悉
高
斤
(
康
園

ω同
B
同
門

r
S
6
の
東
に
あ
る
園
で
あ
る
こ
と
明
で
あ
り
、
迷
密
を
呂
田
-
自
己
品
に
比
定
す
る
こ
と
は
で

き
ぬ
。
原
音
は
不
明
で
あ
る
が
、

サ
マ
ル
ン
ド
の
東
な
る

c
g
a円
相
官
地
方
に
存
し
た
と
せ
ざ
る
を
得
ぬ
。

百
柄
本
は
じ
め
現
行
本
諸
説
書
並
び
に
太
卒
嚢
字
記
所
引
親
書
等
、
み
な
一
高
二
千
六
百
里
に
作
る
。
こ
れ
に
封
し
北
史
諸
版
本
並
び

に
通
志
、
加
府
元
亀
諸
蓄
は
一
高
二
千
一
百
里
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
を
正
と
す
べ
き
か
断
定
し
難
い
。

②
郁
、
御
覧
各
七
九
五
所
引
北
史
、
及
び
逼
志
は
都
に
作
る
も
北
史
(
百
柄
本
〉
加
府
元
亀
巻
九
五
八
巻
九
六
一
は
親
書
と
同
じ
く
郁
に

① 

- 92一

作
る
。

①

②

③

@

 

M
M町
悉
蔦
斤
園
都
悉
高
斤
城
。
在
悉
密
西
。
去
代
一
高
二
千
七
百
二
十
里
。
其
園
南
有
山
、
名
伽
色
那
山
。
出
師
子
。
毎
使
朝
貢
。

親
書
の
原
文
で
あ
る
。
悉
寓
斤
が
、
唐
書
に
「
康
者
一
日
薩
末
瞬
、
亦
日
塊
株
建
。
元
貌
所
謂
悉
寓
斤
」
と
あ
る
も
の
で
、
今
の

ω白
5
2・

}Bロ
仏
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

① 

迷
密
の
誤
と
考
え
ら
れ
る
。
前
註
参
照
。

加
府
元
亀
は
一
高
二
千
二
百
二
十
里
に
作
る
。
次
篠
(
恒
密
)
に
述
べ
る
如
く
、
或
は
こ
れ
が
親
書
の
原
文
か
も
知
れ
ぬ
。

② ③ 

伽
色
那
山
は

《
多
の
住
虚
》

の
意
あ
る
ア
ラ
ブ
語

whw窓
口
p
w
m
w山
宮
山
吉
を
寓
し
た
も
の
で
あ
り
、

r
g
R
r
g仏
の
南

ω
n
y
R・ナ

回
白
ゲ

N

の
北
に
嘗
る
山
(
白
鳥
〈
粟
特
悶
考
〉
そ
の
他
)
。
後
出
伽
色
尼
園
の
僚
を
参
照
。

④ 

悉
寓
斤
園
は
寅
際
に
、
中
園
に
し
ば
し
ば
入
賞
し
、
甜
腕
書
本
紀
に
は
そ
の
記
事
が
頻
出
す
る
o

M
凶
恒
密
圏
、
都
恒
密
城
。
在
悉
高
斤
西
。
去
代
二
寓
二
千
八
百
二
十
八
里
。



牧
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
書
に
「
安
者
一
日
布
諮
。
文
田
捕
喝
。
元
課
謂
恒
密
」
と
あ
る
も
の
で
、

但
密
の
二

回。

rzz
に
嘗
る
。

字
は
回

crzz
の
ア
ラ
ビ
ア
語
型
別
稽

Z
E
E陀
(
・
同
三
H

城
)
の
音
語
。
(
白
鳥
庫
土
口
・
粟
特
園
考
・
西
域
史
研
究
下
一
二
二
頁
、
藤
田
盟
八
・

惹
超
往
五
天
竺
侍
七
一
頁
等
〉
。
た
だ
代
(
大
同
)
、
恒
密
(
ボ
ハ
ラ
〉
聞
の
距
離
を
親
書
が
「
二
寓
二
千
八
百
二
十
八
里
」

(
数
字
は
北
史
、
通
士
山
、
加

府
元
亀
も
同
じ
で
あ
る
)
と
し
て
い
る
の
は
、
遁
大
で
あ
り
、

代

・
悉
高
斤
の
距
離
一
高
二
千
七
百
里
に
比
し
て
大
差
が
あ
り
、
北
貌
史
官
の
記

録
に
誤
が
あ
っ
た
の
を
貌
牧
が
踏
襲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
張
星
煩
〈
中
西
交
通
史
料
品
築
編
〉
は
二
寓
を
一
高
の
惇
寓
の
誤
り
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
附
近
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
諾
色
波
羅
園
等
教
閣
の
代
都
間
距
離
が
皆
二
高
里
を
越
え
代
・
悉
宮
内
斤
距
離

そ
れ
ら
の
数
字
が
後
人
停
潟
の
上
の
過
誤
で
な
く
て
、
最
初
か
ら
貌
時
史
官
の
距
離
記
載
に
誤
の
あ

っ
た
こ
と

し
か
し
恒
密
を
中
心
と
し
て
、

に
比
し
皆
過
大
で
あ
る
の
は
、

を
物
語
っ
て
い
る
。

①

①

 

M
A

切
洛
那
圏
、
故
大
宛
園
也
。
都
貴
山
城
。
在
疏
勤
西
北
。
去
代
官
円
四
千
四
百
五
十
里
。
太
和
三
年
遣
使
、
献
汗
血
馬
。
自
此
、
毎
使
朝

- 93ー

平
日
円
。

全
文
親
書
原
文
。
破
洛
那
は
司

2
m
r
g同
を

現

わ

す

北

説

時

代

の

名

稿

。

鐙

汗

の

名

稽

を

用

い

、

ま

た

寧

遠

の

名

を
附
興
し
た
。
洛
那
は
破
洛
那
の
破
の
字
の
脱
落
し
た
も
の
で
あ
り
、
】
1
2
m
E口
同
を
さ
す
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
本
紀

・
西
域
惇
穂
序

等
は
、
皆
正
し
く
《
破
洛
那
》
と
し
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
親
書
北
史
西
域
俸
の
み
が

《破
》
を
放
い
て
い
る
に
徴
し
て
も
、
親
書
原
文

に
は
破
の
字
が
存
し
た
の
に
、
北
史
が
こ
れ
を
引
用
す
る
際
、
脱
落
し
、
そ
の
た
め
、
親
書
復
原

(現
行
本
貌
書
作
成
)
の
際
も
、

惰
唐
等
で
は
抜
汗
那
、

そ
の
僅
に
、

脱
落
を
踏
襲
し
て
洛
那
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

漢
と
交
渉
の
あ

っ
た
大
宛
園
の
都
の
貴
山
城
が
、

を
示
す
文
献
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
貴
山
城
の
位
置
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ

っ
た
が
、

① 

史
記
漢
書
に
そ
の
名
が
屡
見
し
、

北
貌
時
代
も
町
四
円

m
Eロ
由
の
都
で
あ

っ
た
こ
と

」
れ
を
現
在
の
同

2
2
に
比
定
す
べ
き
こ
と
は
、

力、

253 

っ
て
詳
論
し
た
逼
り
で
あ
る
。
内
田
〈
月
氏
の
パ
ク
ト
リ
ア
遷
移
に
関
す
る
地
理
的
年
代
的
考
誼
〉

②
 

(
東
洋
史
研
究
一
一
一
1
4
・
5
)
参
照
。

太
和
は
太
延
の
誤
。
世
租
紀
に
「
太
延
三
年
十
有
一
月
破
洛
那

・
者
舌
圏
各
遣
使
朝
献
、
奉
汗
血
馬
」
と
あ
る
。
以
後
、
本
紀
等
に
し
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ば
し
ば
朝
貢
、
奉
馬
の
記
事
が
見
出
さ
れ
る
が
、
「
太
和
三
年
献
馬
」
の
記
載
は
存
し
な
い
。

三
粟
特
圏
在
葱
嶺
之
西
。
古
之
奄
動
。
一
名
温
那
沙
。
居
於
大
同
問
。
在
康
居
西
北
・
去
代
一
高
六
千
里
。
先
是
、
旬
奴
殺
其
王
而
有
其

@
 

園
。
至
王
忽
伽
己
三
世
失
。
其
園
商
人
先
多
詣
涼
土
販
貨
。
及
克
姑
減
、
悉
見
虜
。
高
宗
初
、
粟
一
特
王
遣
使
、
請
噴
之
。
詔
聴
葉
。
自
後

↑
倫
理
一
鯨
使
朝
献
。

停
潟
の
聞
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
若
干
の
誤
字
の
外
は
、
全
文
牧
書
の
文
と
思
わ
れ
る
。
胃
頭
の
数
句
は
、
周
書
の

粟
特
圏
在
葱
嶺
之
西
、
蓋
古
之
庵
察
、
一
名
温
那
沙
。
治
於
大
津
。
在
康
居
西
北

と
同
文
で
、
一
一
際
牧
書
で
な
い
疑
も
存
す
る
が
、
し
か
し
通
典
七
九
三
に
は

〔
奄
奈
〕
後
貌
時
日
粟
特
園
、
一
名
温
那
沙

と
あ
り
、
太
卒
賓
字
記
記
一
入
六
に
は

貌
書
西
域
俸
日
粟
特
一
名
温
那
沙
、
古
之
奄
禁
園
。

と
あ
り
、
ま
た
逼
志
一
九
六
に
は

- 94ー

〔
奄
禁
〕
後
貌
時
稿
魚
莱
特
園
。
園
人
云
、
其
園
見
居
葱
嶺
之
西
、
故
奄
察
地
也
。

一
名
温
那
沙
、
居
於
大
津
。
在
康
居
西
北
。
去
代
一
高

六
千
里

と
あ
っ
て
、
こ
の
地
理
的
知
識
が
北
周
人
の
も
の
で
な
く
、
北
貌
人
の
知
識
で
あ
り
、
貌
牧
が
こ
れ
を
貌
書
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

粟
特
は
、

C
5
2
半
島
タ
ウ
リ
エ
ン
地
方
の

ωロ
m
r
E
F
な
る
地
名
の
音
課
か
、
(
問
・
百
円
件

}HHCσ2
君。
-m釦
'
出
口
ロ
ロ
叩
ロ
ロ
ロ
仏
国

-gm-

出
口
)
、
ま
た
は
ド
ニ
エ
プ
ル
流
域
に
い
た
阿
蘭
族
(
〉
F
巳
)
の
別
名
の
。
g
2
2
の
音
詩
(
張
星
娘
・
上
掲
書
)
で
あ
ろ
う
。
こ
の
南
地
方

は
、
こ
こ
を
フ
ン
が
支
配
す
る
以
前
は
〉
F
5
(漢
史
の
阿
蘭
・
奄
禁
〉

の
住
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

西
史
の
記
す
る
と
こ
ろ
で
、

説
書
本

僚
の
《
古
之
奄
察
》
は
そ
の
こ
と
と
合
致
す
る
。



唐
以
後
、
中
園
史
書
が

《粟
特
》
の
文
字
を
以
っ
て

ω曲目白円
E
ロ
仏
を
中
心
と
す
る

ω
o
E
U口
同
を
寓
し
て
い
る
の
で
、

特
を
も

ωo包
E
E
に
比
定
す
べ
し
と
し
、
粟
特
と
奄
奈
を
同
視
す
る
親
書
の
記
載
は
貌
牧
の
誤
解
と
す
る
論
考
が
あ
る
が

こ
の
親
書
の
粟

(
榎
一
雄
・
旬

奴
フ
ン
同
族
論
批
判
・
東
洋
文
化
一
、
貌
書
粟
特
俸
と
旬
奴
・
東
洋
皐
報
三
七

1
4〉
、
親
書
が
誤
で
あ
る
と
の
誼
左
は
全
く
無
く
、
承
服
し

難
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
《
旬
奴
史
研
究
》
一
九
五
三
刊
二
ハ
二

l
一
六
八
で
十
七
箇
僚
を
あ
げ
て
詳
論
し
た
。
後
貌
人
が
古
奄
察
地

方
を

《莱
特
》
と
稽
し
た
こ
と
は
上
掲
通
志
そ
の
他
の
文
献
よ
り
明
白
で
あ
る
。
後
貌
人
は

ω
。1
5
E
の
こ
と
を
悉
寓
斤

(ω
曲目

R
Eロ円。

の
名
を
以
っ
て
記
し
て
お
り
、
上
掲
の
如
く
そ
の
皇
惇
(
悉
蔦
斤
停
)
を
立
て
て
レ
る
。
且
つ
太
和
三
年
に
は

《
吐
谷
津
:
:
:
粟
特
・
州
逸
:
・

-
:
悉
蔦
斤
等
圏
各
遁
使
朝
貢
》
(
本
紀
)

(
古
代
中
園
に
お
い
て
《
朝
貢
》
は
闘
家
の
大
事
で
あ
り
、
史
官
が
一
園

と
別
園
と
し
て
名
を
奉
げ
て
い
る
。

の
朝
貢
を
二
園
の
如
く
重
記
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
J

奄
察
は
史
記
大
宛
停
、
南
漢
書
西
域
停
、
同
陳
湯
俸
注
、
競
略
等
に
記
載
が
あ
る
園
で
、
そ
れ
ら
記
載
は
奄
奈
が
ク
リ
ミ
ア
牢
島
に
存

し
、
西
の
方
大
秦
(
東
ロ

1
3
に
接
し
、
阿
蘭
・
闇
蘇
の
別
名
が
あ
る
大
圏
(
控
弦
十
世
間
)
で
、
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
阿
蘭
は
西
史

の
云
う
〉

Z
E
を
寓
し
た
も
の
で
あ
り
、
奄
察
(
古
音

3
・
rc、
関
蘇

(
r
3・2
〉
は
共
に
〉

Z
E
族
連
盟
の
部
族
〉
σ
N
0
2
を
音
詳
し

① 

- 95ー

た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
(
明
・
』
・
叶
m
m
m白
同
昨
日
問
0
5叩
同
ロ
円
目
。
y
吉田・

H
8
3。

温
那
沙
は

《
フ
ン
の
園
》
同
区
ロ

g
gロ
の
音
詳
(
冨
R
A戸
R
f
z
nF
E
Z
-
R
Z
〉
ロ
丘
町
民
円
宮
百
号
∞
回
三
官
同
市
口
明
白
5
5
2
0
2
0
)
で
、
三

②
 

七
四
年
〉

-g
園
が
旬
奴
出

Ewm
の
園
と
な

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
。
大
津
は
H
M
O

ロ
E
印
刷
C
M
F
ロ
5
す
な
わ
ち
黒
海
で
あ
る
(
内
田
・
't
肩
書

一
六
五
頁
参
照
〉
。

こ
の
僚
、
逼
典
本
注
は
「
後
貌
史
云
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
〉

E
F
の
死
後
、

①
 

に
嘗
る
。
忽
侃
は
同
四
百
回
口
の
音
詳
。
(
'
忽
侃
の
古
音
は

r
E
-
E
r。
中
関
古
代
人
は
尾
音
'
H

の
字
を
以
っ
て
、
し
ば
し
ば
外
園
の
・
同
音
を
立
日
詳
し
た
。)

そ
の
子
国
民
ロ
宮
が
ク
リ
ミ
ア
に
依

っ
た
こ
と

④ 

太
武
帝
が
太
延
五
年
、
北
涼
温
渠
氏
の
都
姑
臓
を
占
領
し
た
と
き
、
そ
の
地
に
居
合
わ
せ
た
粟
特
乃
至
阿
蘭
隊
商
を
捕
え
た
の
で
あ
ろ

255 

ぅ
。
ア
ラ
ン
人
は
商
業
民
と
し
て
も
名
高
い
。
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⑤ 

粟
特
は
、
隊
商
捕
留
後
に
も
同
五
年
十
一
月
、
太
安
三
年、

皇
輿
元
年
、
延
輿
四
年
、

太
和
三
年
と
入
貢
し
て
お
り
、
現
行
本
の

〈
朝

献
せ
し
む
る
無
し
〉
は
事
寅
に
反
す
る
。

《通
志
》
の

「毎
使
朝
貢
」
が
牧
霊
園
の
員
を
停
え
た
も
の
で
あ
る
。
向
、
こ

の
よ
う
な
入
貢
回
数
よ

り
見
て
も
、
貌
書
の
粟
特
記
事
に
上
述
一
部
論
者
の
云
う
如
き
根
本
的
誤
謬
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。

ー

I
l
l
1
1
1
1②

日
幻

一
波
斯
園
都
宿
利
域
。
在
世
密
西
。

古
僚
支
園
也
。
去
代
二
高
四
千
二
百
二
十
八
里
。
捌
対
利
劃
叶
|
戸
十
品
町
一九

河

超
一其
城
中
、
南
励。

土
地
卒
正

傍
線
を
施
し
た

《
古
傑
支
園
也
》
の
五
字
、

《城
方
十
里
戸
十
除
寓
》
の
八
字
(
と
も
に
周
書
の
文
)
の
外
は
、
貌
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。

波
斯
司
巾
Z
E
の
名
が
正
史
に
現
れ
る
の
は
こ

の
親
書
が
初
見
で
、

高
宗
太
安
元
年

(
四
五
五
)

以
後
数
次
の
入
貢
記
事
が
見
え
(
本
紀
)、

ま
た
後
親
よ
り
波
斯
へ
の
使
者
汲
遣
も
見
え
る
(
子
岡
国
体
〉
。

① 

宿
利
域
。
周
書
は
「
刊紙
利
城
」
、

陪
書
は
「
達
易
水
之
西
蘇
蘭
城
」

と
し
、

梁
書
波
斯
俸
は
城
名
を
記
し
て
い
な
い
。
宿
利
・

刊紙
利

蘇
繭
み
な

ω伺
-
2
r
E
(の芯師一日
Mroロ
と
あ
わ
せ
て

冨
包
回
一
口

と
呼
ば
れ
る
バ
グ
ダ

ー
ド
近
南
の
城
市
)

は
り
-
m
F同
河
(
吋
戸
間
ユ
∞
河
の
土
橋
)
の
音
語
。
恒
密
は
上
述
。

の
劉
音
に
外
な
ら
な
い。

達
島
水

- 96ー

② 

「古
僚
支
園
也
」
の
五
字
は
周
書
の
文
。

北
史
に
は
競
牧
原
文
と
目
さ
れ
る
候
支
園
の
掌
が
存
し、

現
行
本
貌
書
に
は
存
せ
ぬ
。
現
行

本
親
書
の
作
成
者
は
、
こ

の
五
字
に
誤
ら
れ
、
貌
書
復
原
に
際
し、

そ
の
僚
支
の
一
章
を
省
略
す
る
過
を
犯
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。

①
周
書
の
残
遣
。
な
お
陪
書
は
城
方
十
絵
里
に
作
り
、
梁
書
は
周
囲
三
十
二
里
に
作
る
。

④
 
。同町師一司
r
o
口
市
が
チ
グ
リ
ス
河
東
岸
に
、
ω巾
]
巾
ロ
ロ
芯
市
が
同
西
岸
に
あ
っ
て
相
劃
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を

「
城
中
を
鰹
て
南
流
」

と
記
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

日
約
出
金
銀
、
鎌
石
、
珊
瑚
、
現
泊
、
車
渠
、
馬
脳
。
多
大
員
珠
、
頗
梨
、
瑠
璃
、
水
精
、
憲
彦
、

金
剛
、
火
費
、
錦
織
、
銅
錫
、
朱
砂

水
銀
、
綾
錦
、
盛
郎
、
臨
鋭
、
挺
艶
、
赤
鐙
皮
及
蒸
陸
、
欝
金
、
蘇
合
、
青
木
等
香
。
胡
板
、

畢
接
、
石
蜜
、
千
年
葉
、
呑
附
子
、
詞
梨

勤
、
無
食
子
、
盟
緑
、
雌
黄
等
物
。



親
書
の
原
文
か
否
か
、
断
定
し
難
い
。
こ
れ
ら
の
産
物
名
は
、
車
渠
を
除
く
外
は
、
す
べ
て
周
・
惰
書
に
見
え
る
が
、
品
名
の
配
列
順
位
は

周
書
に
類
し
、
用
字
は
惰
書
に
類
す
る
か
ら
で
あ
る
(
例
え
ば
周
書
の
水
晶
・
朱
沙
を
親
書
惰
書
が
共
に
水
精
・
朱
砂
に
作
っ
て
い
る
類
で
あ

る
〉
。
ま
た
周
書
に
は
、
離
珠
の
名
が
あ
り
、
'惰
書
に
は
呼
洛
渇
目
騰
・
護
那
越
諾
布
、
檀
金
纏
織
成
、
学
蜜
の
名
が
あ
る
の
に
本
俸
に
は
存

つ
ま
り
こ
の
一
僚
は
周
書
の
移
録
で
も
な
く
J

晴
書
の
移
録
で
も
な
い
。
或
一
園
の
物
産
を
詳
記
す
る
こ
と
は
、
既
に
貌
略
西
戎
惇

し
な
い
。

大
秦
園
の
例
も
あ
り
、
本
僚
は
牧
書
の
原
文
で
あ

っ
た
や
も
知
れ
ぬ
。

し
ば
ら
く
断
定
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

銭
石
は
ベ
ル
シ
ア
語
の

gεω
に
漢
語
の
石
の
字
を
附
し
た
も
の
〈
∞

-
F
E
F
T
ω
百
0

・
rs-g句
・
日
ω〉
、
珊
瑚
は
ベ
ル
シ
ア
商
紅
海
等

に
産
す
る
〈
さ
ん
ご
〉
を
さ
し
、
現
泊
は
す
で
に
漢
書
貌
略
に
も
大
秦
の
名
産
と
し
て
名
が
見
え
る
。
ギ
リ
シ
ア
語
宮
門
司
自
の
音
語
。
車
渠

は
長
径
三
尺
に
も
及
ぶ
大
貝
殻
で
、
頭
飾
、
酒
杯
等
を
作
っ
た
こ
と
が
古
今
注
等
に
見
え
る
。
馬
脳
は
、

め
の
う
で
あ
る
。

頗
梨
は
破
璃
で
、
玄
慮
一
切
経
音
義
、
翻
語
名
義
集
に
よ
れ
ば
〈
塞
頗
腫
迦
〉
(
印
町
・
若
宮
己
内
同
)
の
略
で
あ
る
。

御
賢
所
引
天
竺
記
に
大

- 97一

雲
山
等
高
峯
に
出
る
と
あ
り
、

エ
メ
ラ
ル
ド
の
如
き
も
の
か
。
瑠
璃
は
吠
琉
璃

・
耽
琉
璃
(
玄
態
立日義
一
一
一
ニ
〉
と
も
記
さ
れ
て
い
る
凹
『
・
〈
苧

本
偉
大
月
氏
園
の
僚
に
同
園
人
が
貌
都

合
同
苫
(
}
同
司
Z
E
E
-
c。
翻
誇
名
義
集
に
山
よ
り
出
る
と
記
し
て
い
る
が
人
工
の
も
の
も
多
か

っ
た。

に
来
っ
て
琉
璃
の
製
法
を
停
え
、
以
後
中
園
で
は
琉
璃
の
債
格
が
暴
落
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
水
精
は
水
晶
と
同
じ
。

震
意
は
唐
書
康
園
俸
に
「
石
園
東
南
有
大
山
、
生
意
悲
L

、
康
雅
に
「
翠
琵
碧
珠
也
」
と
あ
り
、

れ
、
金
剛
は
、
西
域
記
に
「
伐
闇
羅
、
此
云
金
剛
」
、
太
卒
御
賢
所
引
玄
中
記
に
「
金
鋼
出
天
竺
大
秦
園
、
一
名
削
玉
万
」
、
同
南
州
異
物
志
に

「
金
剛
、
石
也
、
其
朕
如
珠
、
堅
利
無
比
」
と
あ
る
も
の
で
全
世
B
Oロ
仏
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い

(
伐
閤
羅
は
∞

F
S
E
)。

山
中
よ
り
出
る
青
色
の
費
石
粒
と
考
え
ら

火
斉
は
司
馬
相
如
の
子
虚
賦
注
に
「
攻
魂
、
火
斉
珠
也
」

と
あ
っ
て
攻
魂
〈
赤
珠
)
と
同
物
で
あ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
が
、

現
今
の
何
か
未

詳
。
錦
織
田
広
己
・
町
O

ロ
ほ
円
、
阻
止

R
の
説
く
如
く

r
g
語
の
田
宮

-
2
9
3可
語
日
立

p
k
m
r
g
語
。
帥
ヨ

5
2
3ロ
ろ
に
出
た
名
で
あ
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ろ
う
。
昼
嵐
は
惰
書
は
墨
細
布
に
作
る
。
院
カ
ツ
は
毛
布
を
さ
す
漢
語
で
あ
る
が
、
墨
は
近
代
ベ
ル
シ
ア
語
の
告
σ
勘
定
-
r
f
o
n白色巾〉在日】削
r

Q
o
-
ι
t
g
E
m
)
の
語
原
で
あ
る
中
世
ベ
ル
シ
ア
語
の

n
r
y
ι
♂
の
音
詳
戸
き
な
円
日
上
掲
書
V

。
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臨
能
は
八
風
俗
通
〉
に
「
織
毛
梶
、
謂
之
舵
能
」

と
見
え
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
嘗
り
、
田
杭
艶
は
〈
後
漢
書
西
域
侍
〉
に
「
毛
席
也
、
施
之
大
林
前

小
楊
上
」
と
見
え
ク
ッ
シ

ョ
ン
・
マ
ッ
卜

の
如
き
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、

ベ
ル
シ
ア
語
の

E

S
F
織

語
原
的
に
は
、

そ
の
材
料
た
る
織
布
、

に
出
る
も
の
で
あ
ろ
う

P
E町
内
三
上
掲
書
)。

燕
陸
以
下
の
諸
香
に
つ
レ
て
は
抱
木
子
、
南
方
草
木
敗
、
大
唐
西
域
記
、
梁
書
等
に
そ
の
説
明
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
燭
れ
な
い
。

畢
援
は

E
SE
F同
の

1
3同町
(
英
濁
宮

E
R
虫
色
。
円)
を
音
課
し
た
も
の
、
HUF目
u
m
H
E
m
E
B
e
胡
淑

HMF
宮吋
]
O
ロ
mロヨ
。
石
蜜
は
南
方
草

「
諸
照
一
日
甘
庶
:
:
:
窄
取
其
汁
、
曝
数
日
、
成
飴
、
入
口
消
簿
。
彼
人
調
之
石
蜜
」
、

木
朕
(
晋
裕
合
撰
)
に
、

本
草
経
(
太
卒
御
覧
所
引
)
に

「石
蜜
一
名
飴
」
と
あ
り
、
あ
め
獄
砂
糖
と
思
わ
れ
る
。
千
年
東
は
な
つ
め

Y
Y
Z
が
一
、
二
百
年
に
わ
た
っ
て
貧
を
生
ず
る
こ
と
よ
り
つ

け
た
漢
名
で
あ
り
、
罰
禁
勅
は
ベ
ル
シ
ア
語
で

E
E白
と
い
っ
た
薬
用
果
買
の
音
詳
。
玄
際
立
自
義
に
「
融
筋
天
主
特
来
。
此
果
、
堪
震
薬
分
、

功
用
極
多
。
」
と
あ
る
。
無
食
子
は
浸
食
子
と
同
物
(
ベ

ル
シ
ア
語

ヨ
副N
D

の
音
認
可
盟
緑
は
石
総
と
も
稿
し
た
天
然
産

わ
0
3
2
0色
合
。
古
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代
、
眼
病
襲
等
に
用
い
ら
れ
た
。
雌
実
は
給
具
ま
た
は
道
家
の
丹
薬
に
用
い
た
鉱
物
。

日
同

気
候
暑
熱
、
家
白
磁
氷
。
地
多
沙
積。

引
水
瓶
濯
。
其
五
穀
及
鳥
獣
等
興
中
園
略
向
。
唯
無
稲
及
黍
榎
。
土
出
名
馬
大
臨
及
駐
。
往

①
 

往
有
日
行
七
百
里
者
。
富
室
至
有
数
千
頭
。
叉
出
白
象
、
師
子
、
大
鳥
卵
。

《大
腕
》
の
二
字
及
び

《
往
往
有
日
行
七
百
里
者
》
の
九
字
以
外
の
、
傍
線
部
分
は
惰

・
周
書
の
文
で
あ
っ
て
、
説
書
の
原
文
で
は
あ
る
ま

ぃ。

し
か
し
後
説
と
波
斯
と
の
使
節
交
換
が
あ

っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
り
、
且
つ
現
買
に
波
斯
よ
り
師
子
・
良
馬
が
迭
致
さ
れ
た
こ
と

は
、
洛
陽
伽
藍
記
に

永
橋
南
道
東
有
白
象
師
子
二
坊
。
自
象
者
永
卒
二
年
乾
陀
羅
園
胡
王
所
献
・
:
:
師
子
者
波
斯
胡
王
所
献
也
。
震
逆
賊
万
侠
醜
奴
所
獲
留
於
冠

中
。
永
安
末
醜
奴
破
滅
、
始
達
京
師

河
間
王
環
在
秦
州
、
多
無
政
績
。
遣
使
向
西
域
、
求
名
馬
。
遠
至
波
斯
圏
、
得
千
里
馬
。
競
温
風
赤
闘
。
次
有
七
百
里
者
十
蝕
匹
。
皆
有
名

字
。
以
銀
魚
槽
、
金
魚
鎖
環



と
あ
る
こ
と
に
よ
り
て
知
り
得
る
。
従
っ
て
親
書
の
原
文
に
も
師
子
名
馬
の
記
載
が
無
か
っ
た
と
は
断
ぜ
ら
れ
ず
、

《往
往
日
行
七
百
里
者
》
は

親
書
原
文
の
部
分
的
残
存
や
も
知
れ
ぬ
。

①
 
通
典
に
は
師
子
の
下
に
「
多
良
犬
」
の
三
字
が
あ
り
、
叉
太
卒
賓
字
記
に
は
「
多
駿
犬
。
今
所
謂
波
斯
犬
也
」
の
語
が
あ
る
。
唐
、
宋
人

の
知
識
に
よ
る
記
載
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
競
牧
嘗
時
に
波
斯
狗
の
職
入
が
あ
っ
た
こ
と
は
北
斉
書
の
宗
室
惇
等
に
見
え
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
北
史
に
も
良
犬
の
文
字
が
無
い
以
上
、
波
斯
の
良
犬
に
つ
い
て
の
記
事
は
説
書
の
原
文
に
は
な
か
っ
一
一
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
凶
有
鳥
形
如
実
駐
。
有
一
献
翼
。
飛
而
不
能
高
。
食
草
興
肉
。
亦
能
噸
火
。
『
馳
走
甚
疾
。
一
日
能
七
百
里
也
。
』

こ
の
駐
鳥
に
閲
す
る
一
僚
は
、
周
惰
書
に
見
え
ず
、
且
つ
御
覧
九
一
四
に
「
後
親
書
日
」
と
し
て
こ
の
一
僚
が
引
用
せ
ら
れ
る
。
貌
書
の
原

文
で
あ
る
。

① 

御
賢
所
引
後
親
書
は
羽
翼
に
作
る
。
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① 

』
内
の
十
一
字
を
補
う
べ
き
で
あ
る
。

向
上
書
に
よ
っ
て
『

日
叫
其
王
、
姓
波
氏
、
名
斯

貌
の
使
節
韓
羊
皮
が
ベ
ル
シ
ア
に
到

り
、
ま
た
ベ
ル
シ
ア
の
使
節
圏
が
象
や
珍
賓
を
後
貌
に
迭

っ
て
き
た
の
は
、
額
組
公

g
ー
ミ
乙
の
末
年
で
あ
り
、
丁
度
ベ
ル
シ
ア
で
は

MM
同吋口
N

周
、
惰
書
の
記
す
る
波
斯
王
姓
に
つ
い
て
の
記
事
と
差
異
が
あ
り
、

説
書
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。

(同
M
m
H
O
N
-
S
∞
怠
品
)
が
王
位
に
あ
っ
た
と
き
で
あ
る
。
貌
人
は
司
同
町
口
N

を
姓
と
氏
と
考
え
た
も
の
に
相
違
な
い
。

な
お
周
書
は
「
王
姓
、
波
斯
岳
」

(
通
典
通
志
は
「
王
姓
、
波
斯
」
に
作
る
〉
と
し
て
い
る
が
、

」
れ
は
サ
サ
ン
朝
ベ
ル
シ
ア
が
イ
ラ
ン
南
西

部
ベ
ル
シ
ア
湾
に
臨
む
地
帯
で
あ
る
可
国
ロ
(
旬
開
5
2・
HM回
同
国
同
)
に
輿
り
同
V
R∞
王
と
し
て
瑳
足
し
た
こ
と
を
靴
俸
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
梁
書
、
南
史
、
唐
書
が
「
波
斯
園
、
其
先
有
波
斯
匿
王
者
、
子
孫
以
王
父
字
震
氏
、
因
矯
園
競
」
と
し
て
レ
る
の
は
、
ベ
ル
シ
ア
園
民

が
司

2
8
5
な
る
も
の
の
子
孫
で
あ
る
と
の
停
読
(
同
日
0
仏

op
凶

g
o匂
r
o
p
〉

匂

O
Z
O
L
O
H
)

を
、
梁
書
編
者
ら
が
、
文
字
の
同
似
よ
り
、
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例
数
史
上
有
名
な
西
紀
前
六
l
五
世
紀
の
イ
ン
ド
コ

l

サ
ラ
園
王

H
M
E
S
E官
(
漢
詩
併
具
に
波
斯
匿
王
と
さ
る
)
の
事
蹟
と
誤
り
混
同
し
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た
結
果
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う
。

回目山

坐
金
羊
林
、
戴
金
花
冠
。
衣
錦
抱

・
織
成
帳
。
飾
以
員
珠
賓
物
。
:
:
:
俗
事
火
紳
天
神

全
文
、
周
書
の
文
、
説
書
の
原
文
で
は
な
い
。

①

ー

ー

ー

l
l
1
1
--
-I
l
l
1
1
11
1
1
1
1
1
1
ll
|
|
1
1
1
1
1
1
1
il
1
1
i
1
1
1ー
ー

口
総
文
字
輿
胡
書
異
。
多
以
姉
妹
矯
妻
妾
。
自
除
婚
合
亦
不
揮
隼
卑
、
諸
夷
之
中
最
矯
醜
積
失
。
:
:
:
又
毎
年
正
月
二
十
日
各
祭
其
先
死

者。
こ
の
文
字
に
闘
す
る
一
節
は
周
・
情
書
に
見
え
ず
、
親
書
原
文
と
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
多
以
姉
妹
よ
り
以
下
死
者
に
至
る
全
文
は
、
周
書

又
は
情
書
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
親
書
の
原
文
で
は
あ
る
ま
い
。
同
)
同
r
z
i・ω同
窓
口
文
字
と
胡
書
と
の
差
異
を
言

っ
た
こ
と
は
明
で
あ
る
が
、

こ
の
胡
書
が
具
鰻
的
に
何
文
字
を
き
し
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
唐
代

田
z
r
gナロ
2
3副
官
ユ
系
文
字
を
究
字
と
稿
す
る
ま
で
は
、

中
園
で
は
そ
れ
を
胡
書
と
稽
し
て

い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ベ
ル
シ
ア
文
字
と
イ
ン
ド
文
字
の
差
を
言
っ
た
も
の
や
も
知
れ
ぬ
。

口
M

紳
h

週
中
、
其
園
遣
使
上
書
貢
物
一
去
、
「
大
圏
天
子
、
天
之
所
生
。
願
日
出
塁
芝
府
漢
中
天
子
。
波
斯
園
王
居
和
九
千
高
敬
奔
」
。
朝
廷

@
 

嘉
納
之
。
自
此
、
毎
使
朝
献
。

-100一

親
書
の
原
文
と
思
わ
れ
る
。
粛
宗
本
紀
に
紳
翁
元
年
閏
月
丁
未
波
斯
の
遣
使
朝
献
の
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
神
鑑
年
間
に
は
他
に
朝
貢
は
な

い
か
ら
、
こ

の
図
書
は
、

こ
の
年

(
五
一
八
)
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
任
城
王
澄
が
瞭
唾

・
波
斯
の
公
使
よ
り
駿
馬
各
一
匹
を
贈
ら
れ

た
の
も
、
こ
の
時
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
(
元
澄
侍)。

① 

居
和
多
は
時
の
ベ
ル
シ
ア
王
穴

2
包

H
2
g
m臼
在
位
〉
を
さ
す
。
こ
の
園
書
の
讃
方
に
つ
い
て
は
、
既
に

。
・
司
-
Z巾
ロ
自
由
ロ
ロ

〉
丘
三
広
島
町

ω
Z仏
芯
ロ
が
、
ロ
白
ユ

5
王
等
の
書
翰
例
よ
り
推
察
し
て
、
解
讃
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
要
す
る
に

大
圏
の
天
子
に
し
て
、
天
の
生
む
所
よ
。
願
わ
く
ば
日
出
の
慮
に
て
永
久
に
漢
中
(
中
園
)
の
天
子
た
れ
。
ベ
ル
シ
ア
園
王
穴
雲
仙
仏
(
穴

ogε

は
千
寓
敬
奔
す
。

と
訓
す
ベ
く
、

《漢
中
》
は
呉
中
・
局
中
の
如
き
用
語
例
よ
り
見
て
、

「
中
圏
全
土
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
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② 

一
押
亀
以
後
に
正
光
二
年
〈
五
二
一
〉
閏
月
、
同
三
年
(
五
二
二
〉
七
月
(
本
紀
)
及
び
贋
帝
二
年
(
五
五
三
)

(
周
書
〉
、

恭
帝
二
年
〈
五
五
五
V

(
北
史
・
遁
志
)
の
入
貢
記
鋒
が
存
す
る
。

付遁

川
八
頁
二
行
畢
援
等
の
語
源
及
び
そ
の
幾
っ
か
が
印
度
産
物
で
ベ
ル
シ
ア
仲
介
の
貿
易
品
で
あ
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
は

ω
F
E
a
r
s
E
の
一
一
一
六
七
l

三
七
八
頁
を
参
照
。
な
お
畢
援
官
宅

mH
の
名
は
扶
南
停
・
南
方
草
木
吠
に
見
え
E

田
代
に
は
既
に
中
園
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
詞
梨
勅

B
U弓
0

・

ゲ
巳
自
ま
た
南
方
草
木
吠
に
「
樹
似
木
枝
、
花
白
、
子
形
如
撤
梯
六
路
、
皮
肉
相
着
、
可
作
飲
、
愛
白
髪
髭
令
黒
、
出
九
翼
」
と
あ
り
、
耳
目
代
人
が
若
返

り
梁
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

九
八
頁
九
行
・
波
斯
園
停
産
物
名
中
の
堕
緑
(
石
緑
)
を
、
】

k
g
r
H
・
ω
5
0
E
r
g
-
g
に
従
っ
て
、

8
2
R
C
M
-母
と
し
た
が
、

HNO可
〉

EHmd〈
宮

FER
-

K
戸

R
O
E
S
O同
巧

g
g
s
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